歴史資料館ニュース No.11 by unknown
歴 -
2002年新入生歓迎号 No. 1 4月 1日発行
発行責任者 中田良平
電気通信大学歴史資料館
電話／FAX:0424-43-5296
◇歴史資料館へようこそ
一新しい世紀に生きる新入生の君に一
中田良平（館長）
入学式を待たずに桜は終りましたが、 に燃える
い瞳を輝かせた新入生の君を迎えて、陽春のキャンパス
は活気に満ち溢れています。
君のめざすところが電気通信学部の情報通信工学、
報工学、電子工学、量子。物質工学、知能機械工学、シ
ステム工学あるいは人間コミュニケーション学のいずれ
であれ、あるいは大学院電気通信学 (EC)研究科ない
しは情報システム学 (IS)研究科で学ぶ学問と技術は、
宇宙と地球環境を視野に収めた人類の発展、平和と
を分かち合いながらの共存、ないしは文化的背景を超え
た相互理解、そのために不可欠な•“情報”の伝達、処理
あるいは応用を、目的にするが手段とずるかの違いはあ
っても指向しています。
したがって不断の努力を重ねた君．が、将来、新しい時
ひら
代を拓くために必須で、かつ最先端の技術の頂点を究め
ることは、疑う余地がありません。入学おめでとう！
20世紀は戦争と新技術開発の世紀だった
今、振り返ってみると20世紀は不幸な戦争が続き、そ
れに伴って新しい技術が次々に登場した100年でした。
20世紀の初め、マルコーニが大西洋横断の無線電信に
成功しました。アインシュタインがその電波と光がとも
に真空を媒体として伝わることを論理的に説明し、光が
重力場の影瞥を受けることも示唆しました。
そしてその頃、第一世代の能動回路素子としての
管が発明されたのです。
船舶／航空通信士育成のための前身校
一方、 1912年のタイタニック号の遭難で、人びとは船
舶の安全のために無線爾信が不可欠であることを知りま
した。その社会的要請に応えて、本学前身校の
が1918年に開設されたのです。
戦争で進んだ技術革新
1914年に始まった第一次世界大戦では、無線通信の普
及に加えて航空機が実用化されました。航空機の
航にも、無線通信は不可欠でした。改良された真空管を
応用して通信技術は飛躍的に進歩したのです。
“モールス符号はね‘トン’ と ツー' 2つの音て文字を伝送てきる便利な符号なのてすよ＂石島学術調査員
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多くの人びとに惜報を伝える、ラジオやテレビの放送
が、実験的な試行も含め始まりました。
外国との国際竃報や国際竃話、それに日本の支配下に
あった海外地域との通信も、無線を利用して頻繁に疎通
するようになりました。
他方、物体から反射される電波を受信して、暗夜や霧
の中で敵の艦船や航空機を探知するレーダーが欧米で、
やがて日本でも開発されました。
1939年にヨーロッパで第二次世界大戦 (1941年から太
平洋戦争）が始まると、 ドイツを中心にロケットの技術
開発が進みました。日本の対戦相手であったアメリカで
は暗号の組み立てや解読、それに砲弾や爆弾の弾道の計
算のために計算機械が発達しました。さらには核分裂の
連鎖反応を利用した核兵器の開発も行われたのでした。
卒業生は戦争の犠牲に
電通大の前身校の卒業生たちは、海、空そして陸の戦
場に赴き、情報通信の重要な役割を果たしたのです。そ
して、その多くが戦争の犠牲になったことを忘れないで
ください。
平和のための技術開
は、君も知っている通りです。
これら電波で映像を送る技術は単に通信技術
としてだけでなく、人間コミュニケーションの
メディアそのものの変革ないしは変容をも、促
しているのです。
レーザー。光通信： 1960年には電流や電波に代わって情
報を伝送するレーザーの発生技術がアメリカで
唸開発されました。
現在、固定地点間の通信、および海底ケープ
ルの主役は光ファイバーに導びかれたレーザー
による情報の大量／高速伝送です。
さらにコンピュータによる高速情報処理を目
的として、光通信の技術が応用されています。
回路l?：半導体技術の進歩の結果、 1960年代の初め
には、第三世代の回路素子としての集積回路IC
が登場しました。
これらの技術開発を、物質に関する徹底した
研究が支援したのです。コンピュータや電子機
器の小形化が実現しました。
計測。制御技術：暗夜に敵の動静を探る赤外線暗視装置
の赤外線センサー（検出器）が発展していろい
ろなセンサーが開発され、計測やシステム制御
それにリモートセンシングの技術が飛躍的に発
達しまし
センサー ミサイルにも使われています。
ロポット：人間の代りをつとめるロボ
年の“夢”のひとつでした。
の現場では、産業用のロボット
し
1945年、
?
ると、殺毀と破壊のための技術が、平和と
応用され始めました。
コンピュ-夕：戦争の直後に、真空管を用い
機の原形がアメリカで開発されました。
それ以来、下記の集積回路ICの開発につれて、
高性能と小形化が書r されています。
そのハードウエ J其行される、数値計算はもJ¥ 
とより、人工知能：AI、機械翻訳、シミュレー
ション、 CGあるいはVR、そしてそれらを応
用したゲーム、あるいは情報圧縮などのソフト
ウエアが、幅広くそして多彩に制作されている
ことは、知っての通りです。
に戦争が終わ
に向けて
も
トが開発されていま
ニクスとメカニズム
技術の所産です。ロ
豆員脳はコンピュータ
て、さまざまなロボッ
その手足はエレクトロ
したメカトロニクス
ットの眼
トランジスタ：同時に、その真空管に代わる第二世代の
回路素子としてのトランジスタが1948年に発明
されたのです。
それ以来、さまざまな半導体素子が開発され、
エレクトロニクスの分野で使用されています。
情報理論：その定義が明らかでなかった“情報”を数学
（統計）的に取扱う理論が生まれました。
マイクロ波技術：レーダのためのマイクロ波技術は、伝
統的な短波に加えて、幹線通信、後述の衛星通
信、やがては家庭用の調理器具に、そしてパー
ソナルな通信手段としての携帯電話／PHSに
応用されています。
超音波技術：超音波を利用して敵の潜水艦を探知する、
水中でのレーダーともいうべきソナー（音波探
知機）の技術が、魚群探知機など、平和目的に
利用されています。
テレビジョン：欧米では戦前から本放送が、日本でも19
39年には実験放送が行われていました。
1953年から日本でも本放送が始まり、やがて
カラーテレビが開発され、伝送も地上波から直
接放送衛星： BS、そしてより鮮明な高品位TV
HDTVあるいはデジタルTVに変りつつあること
CAD 會 CAM:船舶、航空機それにロボットなどなど、
さまざまなメカニズム（機構）を設計し、製造
に直結させる目的で、コノヒュータを利用した
CAD。CAMが用いられています。
システム工学：軍事作戦を有利に展開するためのアルゴ
リズムが、電機／電子／情報／機械／化学など
など、さまざまな分野のシステムの制御に応用
されています。 “あいまい”な入力を処理する
ファジーシステムも開発されました。
経済／金融／社会などのシステムを解明して
不況を克服することが期待されます。
CAI技術：もともとは、新入りの兵隊を短い期間で能
率よく訓練するために考えられた方法にコンピ
ュータを応用したのです。
効果的な学習効果をめざして、さまざまなソ
フトが開発されています。
人工衛星：第二次大戦中にドイツで開発されたロケット
技術を応用して、やがて人工衛星が打ち上げら
れ、通信衛星が実用化され、 1969年にはついに
人類が月に到達しました。
その人工衛星の技術は、宇宙開発はもとより、
地球環境の探査ないしはリモートセンシングに
も応用されています。
1975年には気象衛星「ひまわり」が稼働して、
天気予報の精度が向上しました。
やがて国際宇宙ステーションが本格的に稼働
し始めます
インターネット： 1970年代の初めにアメリカの国防総省
を中心に展開されたアーファネットが1990年代
になるとインターネットとして世界的に普及し
今や ITの主要なネットワークに成長しました。
君も利用していますね。
?
移動体通信：無線電信による船舶と航空機の通信手段と
して始まった移動体通信は、無線電話による陸
上の車両の通信にも応用されるようになりまし
た。通信衛星を用いた通信システムもあります。
タイタニック号以来のモールス符号による伝
統的な船舶の遭難通信は、通信衛星とデジタル
通信を統合したGMDSSに移行しました。
エレクトロニクスと通信技術の結晶である携
帯電話／PHSは，君のポケットにも入ってい
ますか？
無線航法技術：これも船舶と航空機の位置測定のために、
方向探知機、レーダー、ロラン、オメガ、それ
に米海軍が開発した衛星を用いたNNSSなど
が次つぎに登場しました。
発射／反射された電波の到来方向と到達時間
(N NS Sはドプラー効果による周波数の変化）
を測定する技術が基本になっています。
GPSはその究極の技術といえるでしょう。
自動車に積めば便利ですが、大陸間弾道弾 (I
CBM)に装備すれば、命中率100％の恐ろし
い結果を招きます。
これがエレクトロニクスと通信、それに情報に関する
技術革新の、きわめて大まかな歴史の流れです。
さらに、半導体やレーザーなどの研究を契機に科学技
術は、物質の極限に迫ろうとしており、
子通信システムの実現、あるいはナノ技術の応用などを
促しています。バイオ。テクノロジーの
らかにされつつあることは、知っての通り
そしてこれらの先端的な科学技術の発展も、 I穴義のエ
レクトロニクスと通信、そして
いるのです。
技術革新に即応してきた電通大
戦争を契機に促進された上述の技術革新の歴史の流れ
の最中にあって、日本の復典に応用する社会の要請から、
無線電信講習所を母体として、その伝統を受け継ぎなが
ら1949年、新制「電気通信大学」が誕生したのです。
その電通大の電気通信学部は、わずか 3学科、人学定
員は 150人でした。
それから半世紀 0 0 0 。年を追って加速される技術革
新に即応すべく、新設あるいは改組拡充を重ねてき
気通信学部の各学科、大学院電気通信学 (EC)研究科、
情報システム学 (IS)研究科，それに「レーザー新世
代研究センター」をはじめとする研究施設における教育
研究領域は、上に述べた最近の科学技術の大部分を力強
くカバーしています。
そしてその教育。研究の過程で鍛えられた卒業生たち
は、情報化社会のまっただ中、さまざまな技術分野で大
活躍しているのです。
いまなぜ「歴史資料館」か？
20世紀は、良かれ悪かれ、人びとがひたすら新しい技
術を追求した世紀でした。
そしてふと気がついてみると、新しい技術は人びとに
幸福だけをもたらすものではありませんでした。
新技術を支えるための、物質とエネルギーの大畢消費
むi.ti 
が地球環境を蝕み始めました。新技術の副産物である
害物質が地上に蔓延し始めたのです。発達した情報通信
技術が社会的に悪用され、あるいは情報通信技術が目的
とする人間コミュニケーションの支援とは裏腹に、人と
人とを疎外する結果をも招来しているのです。
昔の賢人は“温故知新＂と唱えました。神ならぬ身の
私たち人間には、明日のことはわかりません。明日何が
起こるかは、昨日までに起こったことから類推するしか
ないのです。
新しいことを知るには古いことを知らなければなりま
せん。 “何が新しいか”の価値観は“何が古いか”の認
識の上にはじめて成り立つのです。
古い技術を知って新しい技術を人びとの幸福のために
役立てる方途は、これら技術開発の歴史に求められます。
歴史資料館で広義の情報通信の技術の発展過程を知り、
新しい世紀の価値ある技術を追求したいものです。
“あら！真空管って可愛いのね＂来館者の感想
（画像は調布CATVによる資料館紹介番組から）
“電通大は、まもなく創立100周年を迎えます・・”
田中学術調査員（画像出典同上）
霞通大の歴史と対面
君が入学した電通大の「歴史資料館」には数多くの展
示品に加えて、上記の前身校創設以来の歴史を示すパネ
ルが展示されています。係員による解説もなされます。
希望に燃えて若い瞳を輝かせている君に、この『ニュ
ース』の巻末に掲載されている日程表を参照して来館し、
電通大の歴史と対面することを勧めます。
先輩との対話
君が「資料館」で対面するのは上に述べた展示品やパ
ネルだけではありません。先輩たちの生き方なのです。
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前身校時代の卒業生は、船舶通信士あるいは航空通信
士になるための、きわめて限定された狭い範囲の教育を
受けながらも、努力して幅広い分野で活躍し、あるいは
才能を発揮しています。作家の新田次郎（藤原寛人）な
どはその典型です。
これらの先輩たちと記録を通して対話することが、あ
るいは自身の将来について明確な展望を開ききれていな
い君にとっては、参考になるでしょう。
もとより、資料館の館長である私はじめ館員あるいは
学術調査員の全員が君の先輩ですから、展示品などに限
らず、広範囲に亘る相談に喜んで応じます。
“竃気通信大学100年”に向けて
まもなく電通大は創立100周年を迎えます。この2日1-:
紀の初めに顧みるとき、ほぼ100年前に社会の要請に応
えて情報通信の創世期を拓いた前身校以来の歴史を誇る、
の各専門分野を統合して、前世紀に人類が犯した
過ちを他山の石としながら、この新しい世紀を電通大の
世紀にしようではありませんか。そして、そのためにこ
の「資料館」があるのです。
もういちど入学おめでとう！ぜひ「資料館」で会いま
しょう。
“・・・電波は目に見えませんが、電波がどちらか
ら到来しているかは、 この方向探知機て見ることが
てきるのてす”筆者（画像出典同じ）
◇新入生のための開館予定(12:15～ 13:00) 
前身校「無線電信講習所」に始まった電気通信大学の
歴史を、学科とA/Bコース別に、次の日程にしたがっ
て解説します。新入生の来館を歓迎します。
戸，1、ti日〖酎学嗚(A/.Bコース）
4 月
1 5日（月）情報通信工学科 (A)
16日低）情報通信工学科 (A)
1 7日 (71<)情報工学科 (A)
1 8日休）情報工学科 (A)
1 9日（釦電子工学科 (A)
20日（土）電子工学科 (B)
22日国）電子工学科 (A)
23日 U<）電子工学科 (A)
24日 (71<)量子・物質工学科 (A)
25 日~)量子・物質工学科 (A)
26日（金）知能機械工学科 (A)
27日（土）情報通信工学科 (B)
0001~0080 
0081~ 
0001~0080 
0081~ 
0001-0070 
全員
0071-0140 
0141-
0001~0080 
0081~ 
全員
全員
麟は12時15分から12時45分の間に行います。 13暇こ
は閉館しますが、希望に応じてそれ以降も開館します。
時間の余裕があれば、納得ゆくまでご覧なさい。
月日償D
5 月
7日
8日
9日
1 1日
1 8日
25日
6 月
1日は3システム工学科（B) 全員
8日 は3人間コミニ炉／ョン学科 (B) 全員
なお、上の日程以外に来館を希望する場合は、電話ある
いはFAX(TEL/FAX:0424-43-5296 • 5288)でと資料館まで
申し出てください。
依）システム工学科 (A)
泳） 人間コミニ炉ション学科 (A)
休）編入生／院生
（土）情報工学科 (B)
（土）量子・物質工学科 (B)
国知能機械工学科 (B)
??????
?
